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自己紹介：斉藤正樹（総務省DXアドバイザー）

● 早稲田大学卒。メーカー営業や人材紹介企業を経て、人
材採用支援サービスを提供するPole&Line合同会社を設
立。

● 2021年より、内閣官房IT総合戦略室に民間人材として採
用されデジタル庁の創設に携わる。デジタル庁ではシニア
エキスパート（人材採用）とDX推進ユニット長を兼務した。

● デジタル庁外の公共領域の経験として、2022年10月〜
2023年3月、東京都デジタルデベロップメント推進専門員と
して、GovTech東京設立準備の支援を行う。2024年4月か
らは、総務省にて地方自治体に向けた人材採用のアドバ
イザーを務める。



DX部署によるDX推進は難しい
DX部署と人事課、財務課の三位一体での取り組みが必要

人事 財政

・やりたくない/興味がない

→リーダーシップの問題

・予算/定数がない

→財政課題

・人材の応募がない

→人事課題

・DX部署内にて完結しない全庁横断的な取り組み

→全庁課題

DX課



課題の把握と明確化

・1人情シス

・外部ベンダーの言う通り

・セキュリティ

・クラウド

・デジタルツールの導入/利用推進

・ペーパーレス

・RPA
・デザイン/UX
etc…



委託にするか、雇用するか

フルタイム スポット

雇用 委託 雇用 委託

人件費 ◎ ✖ ？ ？

採用/委託開始コスト ✖ ⚪ ? ?

オンボーディングコスト ✖ ⚪ - -

人事/ケアコスト ✖ ⚪ - -

コミットメント ◎ ? ？ ？

継続性 ◎ ✖ - -



人材採用のために

採用広報
・十分な採用広報が必要
→民間企業で、専門人材の確保は、採用施策費用として一人頭200万円以上

報酬、制度
・特定領域の専門家は東京都の事例だと750-1100万円（GTT例）
→給与設定（価格）は採用市場の考慮が必要

環境
・業務環境
・リモートワーク/フレックスタイム

キャリア
・昇進制度/評価制度
・経歴書に書けるような実績をつくることができるか

オンボーディング
・研修、メンターの設定
・移住費用や長距離交通費


